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次回の広報しままき10月号では「北海道内有望区域の次回の広報しままき10月号では「北海道内有望区域の進捗進捗状況状況」について解説予定です。」について解説予定です。

なぜ？なぜ？ なに？なに？連載企
画

そういえば、地球温暖化の原因と言われている温室効果ガスを減らすには、化石燃料のそういえば、地球温暖化の原因と言われている温室効果ガスを減らすには、化石燃料の
利用を減らして、再エネ比率を上げることが重要って言っていたよね！（Vol.1：2024 年利用を減らして、再エネ比率を上げることが重要って言っていたよね！（Vol.1：2024 年
2 月号）2 月号）

再生可能エネルギー再生可能エネルギー
vol.8

よく覚えてたね。この再エネ比率を上げるのは北海道だけではなくて、日本全体でよく覚えてたね。この再エネ比率を上げるのは北海道だけではなくて、日本全体で
の課題なんだ。だからこそ、再エネの適地である北海道から本州へ電気を届けてあげるの課題なんだ。だからこそ、再エネの適地である北海道から本州へ電気を届けてあげる
ことは重要になってくるんだ。ことは重要になってくるんだ。

シマくん、道内で太陽光や風力など再生可能エネルギーの発電所の建設計画が多くあシマくん、道内で太陽光や風力など再生可能エネルギーの発電所の建設計画が多くあ
るけど、発電した電気はどのようにして使う場所まで届けるの？るけど、発電した電気はどのようにして使う場所まで届けるの？

▶

送電線を使って、一般家庭から学校、工場など電気を使う場所まで届けているんだ。送電線を使って、一般家庭から学校、工場など電気を使う場所まで届けているんだ。

▶

 海底送電線の計画について
・北海道・東北地方の再エネ導入に対して、本州へ・北海道・東北地方の再エネ導入に対して、本州へ
　電気を届けられるように、海底送電線で接続する　電気を届けられるように、海底送電線で接続する
　計画が進められています。　計画が進められています。
・この海底送電線は効率良く、大量の電気を送るこ・この海底送電線は効率良く、大量の電気を送るこ
　とができるのが特長です。　とができるのが特長です。
・工期は6～10年程度が想定されており、早くても・工期は6～10年程度が想定されており、早くても
　2030年以降の完成となる計画となっています　2030年以降の完成となる計画となっています
・本計画は経済産業省が管轄する機関（※）で実施・本計画は経済産業省が管轄する機関（※）で実施
　されています。　されています。
※電力広域的運用推進機関（通称：OCCTO/オクト）※電力広域的運用推進機関（通称：OCCTO/オクト）

▶

▶

電気を使うには、発電所だけではなく、送電線も建設することが必要ってことなんだね。電気を使うには、発電所だけではなく、送電線も建設することが必要ってことなんだね。

▶

マキちゃんの言う通りで、北海道は本州よりも風力などの再エネ発電所の適地が多いマキちゃんの言う通りで、北海道は本州よりも風力などの再エネ発電所の適地が多い
から作った電気は北海道内だけではなく、本州へも届けられるように海底送電線の計画から作った電気は北海道内だけではなく、本州へも届けられるように海底送電線の計画
もされているんだ。もされているんだ。

▶

▶

その通りね！皆で協力して温暖化対策に取り組んでいきたいわね♪その通りね！皆で協力して温暖化対策に取り組んでいきたいわね♪


